
名古屋会場

MOTスクール
「現場」視点から「経営」視点に視座を高める

MOTスクールでは、マネジメント層を中心に、

技術はいかにして経営にインパクトを与えることが

できるか、自社の持続的成長を支えるために

不可欠なことは何かなどを徹底的に議論します。

知識や理論の習得だけでなく、仮説～実践～

検証のプロセスを通じて、技術を経営に結びつけ、

実践する能力を身につけることが大きな目的と

なります。

技術者・研究者を対象にした
教育プログラムのご提案です。

詳細は裏面をご覧ください  →

人材育成という未来戦略
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受講総合満足度

数字でみる  

※ 大阪ガスビジネスクリエイト株式会社 「MOTスクール事務局」調べ
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TEL :06 -6446 -4321 E-mail :mot-staff@isupport.jp
HP :https://www.mot-school.jp/

「MOTスクール」事務局
お問い合わせはこちらまで！
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1) 当スクールの教育内容を理解したうえで入学を希望する方
2) 上記1）を満たし、かつ下記のいずれかの条件に該当する方
高等学校、高等専門学校、短期大学・大学を卒業した方で、十分な職務経歴、ないしは研究実
績のある方

※ 受講申込書に記載いただいた内容を元に受講資格審査を行います。
※一部集合開催となる場合があります。開催地は名古屋を予定しています。

「現場視点」から
「経営視点」に
視座を高める

超実践を目指す
生きた経営を学ぶ
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個人情報の取扱いについて
当社は、アウトソーシング事業、情報通信事業、駐車場事業、施設運営管理事業、人事サービス事
業など幅広く事業を展開しており、それぞれの事業分野における個人情報の取扱いについて、各
事業分野の業務実態に応じた個人情報保護のための管理体制及び管理手順を確立し、次の事
項を含む個人情報保護方針を定め、これを実施し、かつ、維持することを宣言いたします。

1.当社は、すべての事業で取扱う個人情報及び従業員等の個人情報の取扱いに関し、個人情報
の取扱いに関する法令、国が定める指針その他の規範を遵守いたします。さらに、日本工業規格
「個人情報保護マネジメントシステム―要求事項」（JIS Q15001）に準拠した個人情報保護マネ
ジメントシステムを策定し、個人情報を保護いたします。
2.当社は、個人情報の取得、利用にあたっては、その利用目的を特定することとし、特定された利用
目的の達成に必要な範囲を超えた個人情報の取扱い（目的外利用）はいたしません。また、目的
外利用を行わないために、適切な管理措置を講じます。
3.当社は、ご本人の同意を得ている場合や法令にもとづく場合等を除き、取得した個人情報を第
三者に提供することはいたしません。
4.当社は、個人情報の取扱いに関する苦情及び相談を受けた場合は、その内容について迅速に
事実関係等を調査し、合理的な期間内に誠意をもって対応いたします。
5.当社は、取得した個人情報を適切に管理するため、組織的・人的・物理的・技術的な安全対策措置
を講じ、個人情報の漏えい、滅失又はき損の防止及び是正に取り組みます。
6.当社は、社会情勢・環境の変化を踏まえて、継続的に個人情報保護マネジメントシステムを見直
し、個人情報保護への取り組みを改善していきます。

制定：2005年2月1日　最終改定：2019年4月1日
大阪ガスビジネスクリエイト株式会社　代表取締役社長　岩井政道

[個人情報保護方針についてのお問い合わせ先]
大阪ガスビジネスクリエイト株式会社　苦情・相談窓口（総務部 個人情報保護担当）
電　話 ： ０６-６４４６-4３００（受付時間：平日９時～１７時30分）

※新型コロナウイルス感染症の状況に応じ、一部集合開催となる場合があります。開催地は名古屋を予定しています。
※集合開催時は当社のガイドラインに基づき、感染症対策に努め実施します。

募 集 要 項

MOTスクールのソリューションとカリキュラム

アントレプレナーシップ
イノベーションを実現するために不可欠なアントレ
プレナーシップの基本概念や意義について学び、
ケースディスカッションを通じて理解を深める。

8・9日目

10日目

実践リーダーに学ぶ
イノベーションの仕掛け学
イノベーションを起こすために重要となる価値創造
の方向性の明確化、また実践する現場のモチベー
ションについて、実例を交えながら議論し学びを
深める。　

ファイナンス戦略
技術経営において、財務的な観点から、企業・技術価値
を高める経営判断や投資判断を行うことのできる人材の
育成を目指す。

4日目

技術マネジメント
横断的な開発体制構築のためのロードマップを核にした
開発戦略、プラットフォーム技術戦略、ステージゲートを活用
した開発プロセスについて、事例をもとに理解を深める。

5日目

技術マーケティング
イノベーションの源泉となる事業戦略と研究開発
戦略の関係を理解し、技術の収益化プロセス
（技術マーケティング）について学ぶ。

6・7日目MOT概論
マクロな社会動向、経済動向、および技術動向などイノ
ベーション創出の不確実性を踏まえ、理論と具体的な事例
に基づき、今なぜMOTが必要なのかについて理解する。

1日目

技術経営戦略
技術経営における”戦略”を理解し、本質的な目標を見失う
ことなく、自らの立場において大局を踏まえた行動を実践
できる人材の養成、実践的な戦略眼の養成を目指す。

2・3日目

CURRICULUM

開催方法 オンライン開催

期 　 間 2022年7月～2022年12月

講 義 数 全10日間

時 　 間
平日・土曜日

10：00～17：30

定 員 20名

受 講 料 350,000円（教材費込・消費税別）

申込締切 ※ 開講日3週間前

お 申し込 み 方 法

※お申し込みいただいた場合は、下記の個人情報の取扱いに
　ついてご了承いただいたものとさせていただきます。

HP : https://ssl.dg-group.jp/isupport/mousikomi_new.cgi

下記、HPの受講申し込みページから、ご申請をお願い致します。


